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ガザ侵攻の即刻停止と封鎖の解除を求めます
7月に始まったイスラエルによる空爆・侵攻により、ガザ地区では現時点までに2,100人以上が死亡しています。1万人以上が負傷し、数十万人が住居を失いました。犠牲者のほとんどは、女性や子どもを含む一般市民です。ガザの人々、女性や子どもたちは、今も新たな爆撃に脅かされています。イスラエルによる民家や病院、シェルターへの爆撃、一般市民の無差別殺害は、明らかに戦争犯罪であり、非人道的行為です。

また、ガザ地区は、2007年の紛争以来、7年間も封鎖され、分断され続けてきました。大半が帰るべき故郷を持たない「難民」であるガザの人びとは、経済的に追い詰められ、人間としての尊厳を侵害され、孤立させられてきました。そして現在もその状況はさらに悪化しています。

日本政府は、7月23日、国連人権理事会でイスラエルのガザ侵攻に抗議する決議の採択を棄権しました。私たちは、現在起きている深刻な人権侵害を黙認するこの選択に抗議します。

また、日本は、パレスチナに多額の資金援助をおこなってきましたが、その資金は、不当な占領状態と封鎖により経済やインフラを破壊され、資金援助に依存せざるを得ないガザの人々の状況の根本的改善には使われておりません。

私たちは、生命と人権を尊重する立場から、イスラエル政府に対し、ガザへの攻撃の即刻停止と封鎖の解除を求めます。

また日本政府に対しては、イスラエルの非人道的行為に対して国際社会の中で明確に声を上げ、パレスチナへの占領の解消のために影響力を発揮すること、またイスラエルへの防衛協力や支援を行わないことを求めます。
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